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本助成を受け，1年間の研究活動を行い，以下の成果を得た． 

1.成形条件と成形品の曲げ強度との関係 

本助成により調達した試薬および器具を用いて，竹のみからなるバイオマスプラスチ

ック（BP）の成形条件とその曲げ強度との関係を調査した．具体的には，BPの母材であ

る竹粉の過熱水蒸気処理温度（Td）と成形温度（Tm）を変化させ，その際の成形品の曲げ

強度・曲げ剛性および破断ひずみを評価した． 

その結果，以下の結果を得た．図よりBP成形品の曲げ特性は，TdよりもTmの影響を強く受

けることが分かった． 
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Fig.1 Bending characteristics of BP. 
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2.BPの最適成形条件の把握 

先の結果より，BPの強度はBPの母材である竹粉の過熱水蒸気処理温度（Td）と成形温

度（Tm）に依存して変化することがわかった．そこで，TdおよびTmの違いがBPの成形に及

ぼす因子を成形材に含まれるリグニンの①低分子化，②熱流動性，③熱硬化性，および

成形材に含まれるヘミセルロースの④含有量，⑤成形後の残存量，⑥成形中の炭化，の

計6つの観点から評価し，最適成形条件の把握を試みた． 

 まず，①～③について評価した結果を下図に示す． 
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Fig.2 Tendency of lignin. 

また，④～⑥について評価した結果を下図に示す． 
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Fig.3 Tendency of hemi-cellulose. 

これらの結果をそれぞれ重ね合わせた結果を下図に示す． 
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図中赤□で囲んだ範囲が凡そ最適と考えられる条件であり，この結果を先の曲げ試験

結果と定性的に一致した． 

 このことから，竹からのみなるBPの曲げ特性に及ぼす因子として，母材リグニンの変

化（低分子化・熱流動性・熱硬化性）およびヘミセルロースの変化（含有量・残存量・

炭化）が挙げられ，これらを最適にすることによって成形品の曲げ特性をより向上可能

であることが示された． 
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